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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

 
 

回次
第13期
第３四半期
連結累計期間

第12期

会計期間
自 平成28年10月１日
至 平成29年６月30日

自 平成27年10月１日
至 平成28年９月30日

売上高 (千円) 1,073,558 973,648

経常利益 (千円) 4,444 51,256

親会社株主に帰属する当期純利
益又は親会社株主に帰属する四
半期純損失（△）

(千円) △39,897 23,611

四半期包括利益又は包括利益 (千円) △39,897 23,611

純資産額 (千円) 1,189,083 1,221,509

総資産額 (千円) 1,899,094 1,754,420

1株当たり当期純利益金額又は四
半期純損失金額（△）

(円) △4.60 2.75

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) － 2.66

自己資本比率 (％) 62.0 68.9
 

 

回次
第13期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成29年４月１日
至 平成29年６月30日

１株当たり四半期純損失
金額（△）

(円) △3.65
 

 (注)１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．当社は、第12期第３四半期連結累計期間については、四半期連結財務諸表を作成していないため、第12期第

３四半期連結累計期間に係る主要な経営指標等の推移については記載しておりません。

４．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、第13期第３四半期連結累計期間は、潜在

株式は存在するものの、１株当たり四半期純損失であるため、記載しておりません。

 

 
２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社は平成28年10月１日に株式会社フィッツプラスの発行済株式の84.7%を

取得し、連結子会社としております。

　この結果、当社グループは当社及び子会社３社、関連会社１社により構成されることとなりました。

　なお、第１四半期連結会計期間より報告セグメントの区分を変更しております。詳細は、「第４ 経理の状況　

１　四半期連結財務諸表　注記事項（セグメント情報等）セグメント情報」の「２．報告セグメントの変更等に関す

る事項」に記載のとおりであります。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は、前連結会計年度の有価証券報告書に記載した「事

業等のリスク」についての重要な変更はありません。

 
２ 【経営上の重要な契約等】

該当事項はありません。

 
 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

　なお、当社は、前第３四半期連結累計期間については、四半期連結財務諸表を作成していないため、前年同四半期

連結累計期間との比較分析は行っておりません。

 

(1) 業績の状況

当社が属する医療・健康産業においては、団塊の世代が2025年頃までに後期高齢者に達する事により社会保障費

の急増が懸念される、いわゆる2025年問題を背景に、健康寿命を延ばすこと及び社会保障費の増加に歯止めをかけ

ることが喫緊の課題として認識されております。また、日本政府も『予防・健康管理』と『自立支援』に軸足を置

いた新しい医療・介護システムを2020年までに本格稼働させることとしております。

このような環境の中、当社グループは、ミッションである「Supporting Doctors, Helping Patients.( 医師を支

援すること。そして患者を救うこと。)」 を実現すべく、MedPeerサイトを通じた医師への情報提供のみならず、予

防・健康管理を含めたヘルスケア領域全般を事業領域として拡大させるとともに、各事業の収益基盤の強化に注力

してまいりました。

この結果、当第３四半期連結累計期間の業績は、売上高1,073,558千円、営業利益15,851千円、経常利益4,444千

円、親会社株主に帰属する四半期純損失39,897千円となりました。

 

　セグメント別業績は次のとおりであります。

なお、第１四半期連結会計期間から、報告セグメントの区分を変更しております。詳細は、「第４ 経理の状況　

１　四半期連結財務諸表　注記事項（セグメント情報等）セグメント情報」の「２．報告セグメントの変更等に関す

る事項」をご覧ください。

 
①ドクタープラットフォーム事業

ドクタープラットフォーム事業では、MedPeerのドクタープラットフォームを基盤として医師や医療現場を支援する

サービスを展開しております。

当第３四半期連結累計期間において、10万人超の医師会員が利用するMedPeer上のコンテンツを充実させることによ

り、医師会員の活性度を向上する施策を展開してまいりました。さらに、Web講演会などの新商品の拡販や非製薬企業

向け新商品の開発等により収益拡大に努めてまいりました。

これらの結果、売上高は868,667千円、営業利益は194,330千円となりました。

 
②ヘルスケアソリューション事業

ヘルスケアソリューション事業では、健康増進・予防などのコンシューマー向けヘルスケア支援を展開しておりま

す。

当当第３四半期連結累計期間において、子会社の株式会社Mediplatが運営する遠隔医療相談サービス「first

call」の本格展開を開始するとともに、株式会社フィッツプラスが展開する特定保健指導事業、並びに、管理栄養士

による食事トレーニングサービス「Diet Plus」の収益基盤強化に注力してまいりました。

これらの結果、売上高は205,894千円、営業損失99,146千円となりました。
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(2) 財政状態の分析

(資産)

当第３四半期連結会計期間末における資産合計は、前連結会計年度末に比べて144,674千円増加し、1,899,094

千円となりました。これは現金及び預金140,544千円とソフトウェア23,673千円の増加を主要因とするものであり

ます。

(負債)

当第３四半期連結会計期間末における負債合計は、前連結会計年度末に比べて177,099千円増加し、710,010千

円となりました。これは短期借入金60,000千円、未払法人税等26,891千円の増加を主要因とするものでありま

す。

(純資産)

当第３四半期連結会計期間末における純資産合計は、前連結会計年度末に比べて32,425千円減少し、1,189,083

千円となりました。これは親会社株主に帰属する四半期純損失の計上に伴う利益剰余金40,256千円が減少したこ

とによるものです。

 

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(4) 研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 33,500,000

計 33,500,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成29年６月30日)

提出日現在発行数(株)
(平成29年８月７日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 8,734,450 8,734,450
東京証券取引所
（マザーズ）

１単元の株式数は100株
であります。

計 8,734,450 8,734,450 ― ―
 

(注) 「提出日現在発行数」欄には、平成29年８月１日から本四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行

された株式数は、含まれておりません。

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成29年４月１日～
平成29年６月30日

65,000 8,734,450 4,000 510,393 4,000 532,817
 

(注)新株予約権の行使による増加であります。

 

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載する

ことができないことから、直前の基準日(平成29年３月31日)に基づく株主名簿による記載をしております。

① 【発行済株式】

   平成29年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ―  

議決権制限株式(自己株式等) ― ―  

議決権制限株式(その他) ― ―  

完全議決権株式(自己株式等) ― ―  

完全議決権株式(その他)
普通株式

8,667,800　
86,678 １単元の株式数は100株であります。

単元未満株式
普通株式
1,650

―  

発行済株式総数 8,669,450 ―  

総株主の議決権 ― 86,678  
 

 

② 【自己株式等】

　　　該当事項はありません。

 

２ 【役員の状況】

　 該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

なお、当社は前連結会計年度末より連結財務諸表を作成しているため、四半期連結損益計算書及び四半期連結包括

利益計算書に係る比較情報を記載しておりません。

 

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成29年４月１日から平成

29年６月30日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成28年10月１日から平成29年６月30日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成28年９月30日)

当第３四半期連結会計期間
(平成29年６月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 850,211 990,756

  受取手形及び売掛金 240,700 229,884

  その他 49,478 64,201

  貸倒引当金 △36 △30

  流動資産合計 1,140,353 1,284,811

 固定資産   

  有形固定資産 48,183 56,831

  無形固定資産   

   のれん 156,629 355,141

   その他 70,641 94,315

   無形固定資産合計 227,271 449,457

  投資その他の資産 338,612 107,994

  固定資産合計 614,067 614,283

 資産合計 1,754,420 1,899,094

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 － 5,183

  短期借入金 － 60,000

  1年内返済予定の長期借入金 76,648 80,260

  賞与引当金 24,267 20,084

  ポイント引当金 42,546 35,301

  未払金 42,095 67,864

  未払法人税等 5,643 32,534

  その他 25,831 141,964

  流動負債合計 217,032 443,192

 固定負債   

  長期借入金 300,666 245,067

  資産除去債務 15,212 17,802

  その他 － 3,948

  固定負債合計 315,878 266,818

 負債合計 532,910 710,010
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成28年９月30日)

当第３四半期連結会計期間
(平成29年６月30日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 506,205 510,393

  資本剰余金 528,629 532,817

  利益剰余金 174,052 133,795

  株主資本合計 1,208,887 1,177,005

 新株予約権 12,622 12,078

 純資産合計 1,221,509 1,189,083

負債純資産合計 1,754,420 1,899,094
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

          (単位：千円)

          当第３四半期連結累計期間
(自 平成28年10月１日
　至 平成29年６月30日)

売上高 1,073,558

売上原価 272,831

売上総利益 800,727

販売費及び一般管理費 784,875

営業利益 15,851

営業外収益  

 受取利息 4

 受取補償金 1,836

 その他 836

 営業外収益合計 2,676

営業外費用  

 支払利息 1,932

 持分法による投資損失 11,555

 為替差損 428

 その他 166

 営業外費用合計 14,083

経常利益 4,444

税金等調整前四半期純利益 4,444

法人税、住民税及び事業税 41,293

法人税等調整額 3,048

法人税等合計 44,342

四半期純損失（△） △39,897

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △39,897
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

          (単位：千円)

          当第３四半期連結累計期間
(自 平成28年10月１日
　至 平成29年６月30日)

四半期純損失（△） △39,897

四半期包括利益 △39,897

（内訳）  

 親会社株主に係る四半期包括利益 △39,897
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【注記事項】

(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更)

 
当第３四半期連結累計期間

(自　平成28年10月１日　至　平成29年６月30日)

連結の範囲の重要な変更

当社は、第１四半期連結会計期間において株式取得により株式会社フィッツプラスを子会社化したことに伴

い、第１四半期連結会計期間から同社を連結の範囲に含めております。

なお、当該連結の範囲の変更については、当第３四半期連結会計期間の属する連結会計年度の連結財務諸表

において、重要な影響を与えております。

当該影響の概要は、連結貸借対照表の総資産及び総負債の増加、連結損益計算書の売上高の増加でありま

す。
 

 

(追加情報)

(繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用)

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号　平成28年３月28日）を第１

四半期連結会計期間より適用しております。

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四

半期連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)及びのれんの償却額は、

次のとおりであります。

 

 
当第３四半期連結累計期間
(自 平成28年10月１日
至 平成29年６月30日)

減価償却費 27,049千円

のれんの償却額 57,236千円
 

 

(株主資本等関係)

当第３四半期連結累計期間(自 平成28年10月１日 至 平成29年６月30日)

１　配当金支払額

　　該当事項はありません。

 

２　基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末

日後となるもの

　　該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

当第３四半期連結累計期間(自　平成28年10月１日　至　平成29年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　(単位：千円)

 

報告セグメント

調整額
四半期連結損
益計算書計上

額
ドクタープ
ラットフォー
ム事業

ヘルスケアソ
リューション
事業

計

売上高      

外部顧客への売上高 868,667 204,890 1,073,558 ― 1,073,558

セグメント間の内部売上高
又は振替高

― 1,003 1,003 △1,003 ―

計 868,667 205,894 1,074,562 △1,003 1,073,558

セグメント利益又は損失(△) 194,330 △99,146 95,184 △79,332 15,851
 

(注) １ セグメント利益の調整額には、セグメント間取引消去1,003千円、各報告セグメントに配分していない全社費

用79,332千円が含まれております。

２ セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントの変更等に関する事項

第１四半期連結会計期間より、従来の単一セグメントから「ドクタープラットフォーム事業」と「ヘルスケアソ

リューション事業」に区分する変更を行っております。これは、前連結会計年度の連結決算日において株式会社

Mediplatを、第１四半期連結会計期間の期首より株式会社フィッツプラスを連結の範囲に含めたことに伴い、見直

しを行ったことによるものであります。

 
３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれんに関する事項

(のれんの金額の重要な変動)

当社が平成28年10月１日付で株式会社フィッツプラスの株式を取得し、新たに連結子会社としたことに伴い、

「ヘルスケアソリューション事業」セグメントにおいて、のれんが255,749千円増加しております。

 
(１株当たり情報)

１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
当第３四半期連結累計期間
(自 平成28年10月１日
至 平成29年６月30日)

１株当たり四半期純損失金額 4.60円

 (算定上の基礎)  

   親会社株主に帰属する四半期純損失金額(千円) 39,897

   普通株主に帰属しない金額(千円) ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純損失金額(千円)

39,897

    普通株式の期中平均株式数(株) 8,673,506

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式で、前
連結会計年度末から重要な変動があったものの概要

―

 

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式は存在するものの、１株当たり四半期純損

失であるため、記載しておりません。
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２ 【その他】
　
　該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成29年８月７日

メ ド ピ ア 株 式 会 社

取    締    役    会 御中
 

 

有限責任監査法人 トーマツ  
 

 

指定有限責任社員業
務執行社員

 公認会計士   髙　木　政　秋   ㊞
 

 

指定有限責任社員業
務執行社員

 公認会計士   伊　藤　裕　之   ㊞
 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているメドピア株式会

社の平成28年10月１日から平成29年９月30日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平成29年４月１日から平成

29年６月30日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成28年10月１日から平成29年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、メドピア株式会社及び連結子会社の平成29年６月30日現在の財政

状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべて

の重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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